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　泉
崎
村
に
あ
る
「
農
事
組
合
法
人
ひ

か
り
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　こ
の
施
設
で
は
、
有
機
J
A
S
や

ア
ジ
ア
G
A
P
等
の
認
証
を
取
得
し
、

化
学
肥
料
な
ど
に
頼
ら
な
い「
自
然
」

の
力
で
栽
培
さ
れ
た
安
全
・
安
心
な
シ

イ
タ
ケ
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
雇
用
や
特
産
品
を
生
み
出
し
て
い
る

す
ば
ら
し
い
取
組
に
感
激
し
ま
し
た
。

　今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
地
域
で
の

取
組
を
県
と
し
て
も
様
々
な
形
で
後

押
し
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

泉
崎
村
の「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
菌
床
シ
イ

タ
ケ
栽
培
施
設
」を
訪
問
し
ま
し
た
。人生で初めてシイタケの収穫体験をしました。

海
外
生
活
に
憧
れ
て
い
た
本
間
さ
ん

は
、
ア
メ
リ
カ
・
シ
ア
ト
ル
に
滞

在
し
た
際
に
、
豊
潤
な
味
と
香
り
の
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
が
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

と
豊
か
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
日
本
に
戻
っ
た
翌
年
に
東

日
本
大
震
災
を
経
験
し
、「
自
分
の
生
き

方
や
働
き
方
を
見
直
し
た
い
。
本
当
に

や
り
た
い
こ
と
を
や
ろ
う
」と
い
う
思
い

が
募
り
、自
分
の
手
で
ブ
ル
ワ
リ
ー
（
醸

造
所
）
を
作
ろ
う
と
、
２
０
１
５
年
に

ホ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
を
設
立
。県
内
の
ホ
ッ

プ
栽
培
が
途
絶
え
て
い
た
中
、
新
た
に

ホ
ッ
プ
栽
培
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
る

農
家
さ
ん
と
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、

２
０
１
８
年
に
田
村
市
に
移
住
し
ま
し

た
。
２
０
２
０
年
に
は
、震
災
の
影
響
で

休
眠
状
態
だ
っ
た
公
共
施
設
内
の
建
物

を
一
部
改
修
し「
ホ
ッ
プ
ガ
ー
デ
ン
ブ
ル

ワ
リ
ー
」を
田
村
市
都
路
町
に
オ
ー
プ
ン
。

地
産
ホ
ッ
プ
作
り
か
ら
ビ
ー
ル
醸
造
、イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
ビ
ー
ル
を
楽
し
む
場
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
は
、通
常

で
あ
れ
ば
廃
棄
さ
れ
る
モ
ル
ト（
麦
芽
）

粕
を
野
菜
畑
や
畜
産
加
工
品
の
生
産
に

再
利
用
す
る
と
い
っ
た「
ビ
ー
ル
で
つ
な

ぐ
循
環
型
社
会
」の
未
来
を
描
き
、積
極

的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

阿
武
隈
高
原
の
風
を
受
け
、
す
く
す

く
と
育
つ
地
産
ホ
ッ
プ
。
こ
こ
か
ら
始

ま
る「
人
・
も
の
・
こ
と
」
を
つ
な
ぐ
物

語
は
、
た
く
さ
ん
の
人
の
笑
顔
を
育
ん

で
い
ま
す
。

ブルワリーにて社員と打ち合わせ。ス
タッフの熱意に支えられ、おいしいビー
ルが完成します。

香
り
と
味
わ
い
深
い

香
り
と
味
わ
い
深
い

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
で

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
で

持
続
可
能
な
地
域
を
創
り
た
い

持
続
可
能
な
地
域
を
創
り
た
い

（株）ホップジャパン

本
ほ ん

間
ま

 誠
まこと

さん
（田村市都路町）

自慢のビールを手にする本間誠さん。香り高く味わい深いビールのデザインには、ホップジャパンの理念を表す、
物事の循環の本質である「陰陽五行」の思想が盛り込まれています。

いま福島で
頑張る人たちを紹介

Fukushima ChallengerFukushima Challenger

冷涼で日当たりも良い阿武隈高
原で育つホップは高品質。良質
なビール作りに役立っています。

社屋前で定期的にイベントを開
催。地域の皆さんと一緒に楽し
んでいます。

6
2022年
  8 月号読者からのお便り6月号の「ふくチャレ」佐藤さん、祖母の暮らす町が双葉郡だったからと支援員になって協力しようと動き、こうして  

町の力となってることに感謝だなと思いました。（白河市  20代）


